
石州赤瓦と歴史を活かしたまちづくり 

本町地区歴史的建造物を活かしたまちづくり推進協議会 



歴史的な建造物を活かしたまちづくり 
「街なみ環境整備事業（江津町本町地区）」 



明治27年発行 石見商工便覧（はんどの製造・積出しによる本町の繁栄） 

土床坂近辺でのはんどの製造風景 土床坂は今も残ります 



五島屋 藤田本店周辺の賑わいと江の川を行き交う小舟 
       （銘酒 初桜） 
 



はんどの製造・梱包・積出し風景 



天保年間本町絵図 町割りは今も変わらない 



江戸期江川絵図 北前船と江の川舟運による繁栄、そして江戸期から
瓦葺きの豊かな家並みがあったことが確認できる。 

（浜田藩では見れない瓦葺きか） 



長州本陣想像図 

本町陣屋地区にあったとされる
長州振武隊本陣想像図。 

 

本町では歓迎するがごとき迎え
入れ、本陣設営にも喜んで協力
したとされる。（慶応2年7月） 
 

今も隊士、5名が本町に眠って
いる。 
 

 

 

駐屯時の事実、逸話の発掘、そ
して遺構の発掘作業を進めたい。 
 
 

 



 
まちづくりの始まり 
 

平成11年 建築士会による
街並みウォッチング 

江津本町の歴史的価値を
市民が初めて認識。 

 

本町のまちづくりはこれが出
発点となった。 

 

専門家による町の評価は極
めて有効。 



神奈川大学 
建築史研究室による調査 

 

神奈川大学教授 西和夫 
先生との出会いと研究室の
学生による調査が住民を目
覚めさせた。 
 
 



平成15年7月  

本町まちづくり推進協発足 
 

 

江津市の指導を得ながら、小谷
前会長の強力なリーダーシップに
よる発足へ。 
 

 

歴史を活かしたまちづくりは 

「10年遅い」また、まちづくり 

組織の設立は「10年早い」と 

の批判も多々あった。 



夢街道ルネサンスモデル地区へ 
  
「天領江津本町甍街道」 
                    平成16年2月認定 
マップづくりもこの時 
市内外から入手の問い合わせがありました 



 
 
数々の 

まちづくりシンポジウム 
を開催 

西教授をはじめ、様々な分野
から講師を迎え、歴史の大切
さやまちづくりへの認識を深
めました。 



夢ルネまちづくり懇談会 

様々な団体が集まり、本町の価値とまちづくりの可能性を議論しました 



本町まちづくり推進協 

初期の活動の功労者 
 

小谷前会長、 

神奈川大学西教授、 

花工房水野さん 

そして国交省浜田河川国道事務所  

    石渡所長 
 

何度も本町を訪れ、「この町は活かせる」と。 

 

JICAへ転出後も土木学会誌に本町の
まちづくり活動を寄稿されていました。 



住民のまちづくりワークショップ風景 

少子高齢化など問題とせず、夢と希望を何度も語り合いました 



地区住民約300世帯によ
る「まちづくり住民協定」を
締結 
 

 

約9割の同意。 

 

行政に頼るだけではなく住民
も動きます。 

 

今年度、江津市景観計画にお
いて景観形成重点地区となり
ました。 

 



住民活動で歴史的資源の再生 
（二楽閣伐木発掘作業） 

樹木や弦で覆われ、その存在も
忘れられた二楽閣石垣を甦らせ
た。 



fula:Reの企画運営 
 
行政の街かん事業の実施に合わせ、
協議会と地区内外の若者が主体と
なり企画し実施 
 
25年5月開催で10回目 

昨年度は「しまねっこ」を招き、「出会
い」をテーマに開催 



25年度は 「幕末明治」をテーマに開催 



案内看板設置 
 

24年度の地域づくり助成事業を活用し、
案内看板を設置しました。 

中学生の郷土学習を企画実施 
 

江津中学校2年生83名を対象に本町地区
の探訪と中学生によるまちづくりWSを推
進協が企画し、実施しました。 

 

本町の歴史と価値を初めて知り観光地とし
ての整備を提言。 

年寄りばかりの町を何とかすべきと問題提
起をもらいました。 



参道ビアガーデンを開催（7月） 
 

年々寂しくなる祇園祭を盛り上げようと前
夜祭を兼ねて実施。 

地区民だけでなく若者を中心に市内外から
も多くの方が訪れ、夜遅くまで参道が賑わ
いました。 



中国街道パネル展を実施 
 

国交省の協力を得て、夢ルネ認定地区で初の
街道パネル展を実施。 

期間中、市内外からも多くの人が訪れ、交流館
が休憩の場所だけでなく、情報収集の場ともな
りました。 
（記帳者約200人、来場者約500人） 



近年は広島からの小旅行団体の来訪が
増加しています。 

推進協が無償で本町を紹介し、案内しま
す。 

 

今年から山辺神社の宝物も見学してい
ただけるようになりました。（古事記絵詞） 

ボランティアガイドの育成と実施 



●旧町役場（内部・外部改修） 

整備前 整備後 

協議会が発足して10年 

忘れ去られた本町から、市民が誇れる本町へ大きく変わり
つつあります。 

解体を待つだけだった旧役場を、甍街道交流館として活用できるようになりました。 



●旧江津郵便局（内部・外部改修） 

整備前 整備後 

明治20年頃建築の郵便局。その事実も忘れ去られていました。 

江津への文明開化の訪れを物語る貴重な建築物。 

改修により、パン屋として出店を希望される若者がいます。 



24 25年度の公共事業（１）    足元照明灯の設置 



24 25年度の公共事業（２）  電柱撤去・街路灯設置・道路美舗化 



整備前 整備後 

●住宅外観修景 

街並みに合わせた住宅や塀の改修も進めています。 

平成19年から25年まで、件を実施しました。 



整備前 整備後 

●住宅外観修景 



新築住宅の修景 （壁・塀） 

和洋折衷的な住宅だが本町の街なみに
適合しています。 

 

板塀は本町仕様、ゴミステーションはご
厚意により設置していただきました。 



本町の課題 
 

解体の危機にある歴的建造物 

 

シェアハウスへの改修利用など
を若者が模索中。若者たちが動
き出しました。 



鶴山 
観音寺地蔵 

33か所巡り調査整備 

亀山  

亀山城址 

二楽閣調査整備 

陣屋  

本陣跡・長州墓地の調査整備 

土床坂  

旧山陰道・登り窯の 

整備活用 

今後の歴史を活かしたまちづくりの方針  

民家  

本町全体を 

有形登録文化財の街から 

伝建地区の指定へ 



地区民と全市民が誇れる
歴史的街なみ景観を形成
し、地域の歴史と文化を次
代へ伝えることにより、江
津市の存在意義の構築に
寄与します。 
 
皆様のご指導、ご鞭撻をお
願いいたします。 
 
   平成26年2月13日 
   本町まちづくり推進協  

歴史的街なみ整備の意義 


